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リコーグループの「環境経営」は、環境保全と利益創出の同時実現を意味します。これを「環境技術開発」

「全員参加の活動」によって推進しています。「製品」および「事業活動」、それぞれについて「省エネルギー・

温暖化防止」「省資源・リサイクル」「汚染予防」の3つの領域（3本柱）で活動を展開し、その活動を効率的

に推進するために「環境経営の基盤」を整備しています。

環境経営の全体像

●対象読者

リコーグループの環境経営に関する、現在および将来的なステークホルダーの方々を
対象読者としました。単なる活動結果の報告に終わるのではなく、方針とその背景に
ある考え方や活動の進め方もあわせて紹介することで、環境保全活動の環が社会に
拡がることを目指したコミュニケーションを心がけています。

●情報開示方針

グローバルな情報開示

環境問題は国境を越えた問題であり、事業や環境社会貢献活動を行う各国や地域で
の、地元に密着した活動が重要です。そのため当報告書では、グローバルなパートナー
シップに基づく環境経営活動を報告しています。

経済的側面に関する情報開示

リコーグループでは、経営のすべての分野に「環境」の視点を取り入れて、環境経営を実
現するための改善を図っています。そのため、各部門やグループ全体の活動による環境
保全効果と経済効果を把握し、「環境会計」による情報開示を行っています。

リコーグループの環境経営の全体像（3本柱と基盤）

リコーグループは、環境保全と利益

創出を同時に実現する「環境経営」

を目指しています。当報告書は、環

境経営の考え方や推進方法、活動

事例、環境会計などをわかりやすく

情報開示し、社会とのコミュニケー

ションを図るとともに、社会からの

信頼を得るために発行しています。

環境経営報告書2009
の編集方針
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環境安全性の高い
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